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＜デイケア事例検討＞

平　京子様（55）女性　　主病名：統合失調症　　合併症：脂質代謝異常症

利用開始日：平成20年6月2日（1年8ヶ月）

治療計画　①服薬への理解を促していく。

　　　　　②社会資源のプログラムを通して、社会資源活用能力の向上を図る。

検討内容　治療計画の評価・見直し、青山荘との情報共有

本人の状況
1 について

· 病識乏しく、内服拒否による症状の再燃が考えられる。

· 現在、内服は継続出来ているが、青山荘退所後、一人暮らしに移行した際に継続していけるかどうか不安がある。

⇒内服の必要性について、繰り返し説明していく必要がある。単身生活をする場合は、訪問看護や青明舎訪問、デイケアでの内服確認など、第三者の確認が必要。

· 疾病教室や内服についての説明に対しては、副作用について気にして確認することが多くみられる。以前は、「副作用があるなら飲まない」という反応だったが、徐々に「副作用が少ないものに変えることは出来るの？」という反応に変化していっている。

· 現在、高コレステロール値であり、デイケアにて脂質食を摂取している。本人の食べ過ぎが原因とも考えられるが、内服の副作用も考えられる。担当医よりは、内服調整などの説明はないため、様子観察していく。

2 について

· デイケアのプログラム内容（制度や受ける事の出来るサービス等）は、本人理解している様子。自分に必要だと思われる部分、興味のあるものは積極的に質問して吸収することが出来ている。

· バスの利用、買い物、会員制のレンタルサービス（ゲオ）など、徐々に行動範囲を広げることが出来ており、外出する機会が増えたことで外見も気にするようになっている。

· 単身生活について気にしている様子で、アパートについて周囲に尋ねている様子が見られている。その他、自分から必要な情報を集めることが出来ている。

青山荘からの情報
· 5月に青山荘入所してから2年経過するが、担当医と相談したところ、利用期間を延長し様子を見る方向になっている。延長の理由として、①病気への理解の乏しさ（内服への不安）、②社会性・協調性の問題（他者の意見を聞かない等）が挙げられる。生活能力には問題は無い。

· 社会性、協調性の面では、入所時よりも本人が温和になっている部分もあり、徐々にではあるが周囲に合わせることが出来るようになってきている。

· 単身生活に向けて、朝夕食を自炊にするなど、実際の単身生活を想定した生活を進めていく。3/13（土）より、自炊を行っていく。

· 単身生活に向けて、月3～4万貯金を行っているとのこと。生活保護を受給している為、通帳は別にして貯金している（現在の貯金は54万円）。

⇒貯金額が多いと生活保護費を返金しなくてはならない為、金銭のやりくりの仕方をアドバイスしていく必要がある。

検討結果
· 治療計画①は継続。

· 治療計画②は達成出来ている為、中止。

· 脂質食について、本人は「先生に普通食で良いって言われた」と話されていた為、担当医に確認を行っていく。また、副食や間食で脂質の多いものを摂取している様子がある為、食事内容についても確認し、アドバイスを行っていく。

＜青山荘利用者様　情報共有＞

· 板橋　利美　様～昨日グループホームから通っているメンバーが大雪の為、欠席した事に対して不　

満な様子見られ「雪降って休めるなら、俺も休む」と話されている。スタッフより、ただ休んでいるだけでなく、雪かきをして事を伝えると、本人納得されている。

　　　　　　　　　　「今後、グループホームの1階に住む予定だが、日陰で湿気が強い所に入れられる。兄から見捨てられたんだ」と話されている為、スタッフより脚の状態も考えて1階を考えている事、現在の空き部屋がそこであることを伝えている。

＜連絡事項＞

· 明日、弥生祭りの合唱練習14：00～開始。

（実施場所：1F生活指導室⇒春の小川、1F食堂⇒春よ来い、2F作業指導室⇒おぼろ月、

2F食堂⇒花、3F多目的ホール⇒ふるさと）

· 4/5～2ヶ月間、学生が通所で実習開始。（東北メディカル学院、赤坂亜理沙）担当：大谷地

· 明日、15：30～食事サービス提供管理委員会開催。（担当：山田）

· 本日14：00～北病棟の吉田富秋様、通所見学予定。

　

＜業務改善＞

○プログラム検討

· 3/15までに4月分のプログラム内容・テキストを作成すること。

· 現在、枠組みの見直しを行っている。

· 4月15日までのプログラムで担当スタッフも入力していく。

○書式検討

· カルテ書式を修正し再度提出予定。

○環境整備

· 3F倉庫を3月中で整理整頓完了とする。

· 青陽館新聞は行事の部分が季節に合わないため、3/19に行う弥生祭りの写真を掲載して、再度提出予定。

· 毎週金曜日のキッチン周辺の清掃を実施していくように。

＜利用者様情報＞

· 鈴木　恵美子様～3/5にデイナイトケアの長瀬様にパウンドケーキを渡しお金を貰おうとした件で、

本日、長瀬様よりパウンドケーキを本人へ返却する為に通所に持って来ている。スタッフが賞味期限を確認すると2/18であり、賞味期限が過ぎているものを渡していた事が発覚している。

⇒本人が来所した際は、長瀬様と本人を交えて面談を行っていく。

· 下町　サン子様～午後から下痢症状があり、いつから症状があったかを確認すると「昨日のエアロ　
ビ中から」と話されている。本人より「全部便を出し切ったから、大丈夫」と話されている。昨日の昼食～本日の昼食まで、全量摂取されている。
· 高島　吉太郎様～緑の瓶に水を入れて飲用されている。スタッフよりどこから持ってきた物なのか
を尋ねると「友達から貰った」と話されている。スタッフより、コップを使用するように説明すると、納得されている。
· 高橋　洋子　様～デイナイトケアの小野寺様が水を出して食器を洗浄していた為、「コラッ！」と
言い、小野寺様の頭を叩いて注意されることあり。スタッフと振り返りを行い、理解する事出来ている。
＜外来利用者様情報＞

· 船場　幸子　様～「風邪は治った」「19日の弥生祭りの作品は千代紙で花を作った」と話されてい

る。

· 山田　健次　様～「足腰は痛くない」「今日は雪だから、デイケアに寄らないで帰る」と話されて

いる。

· 富田　紀子　様～「風邪はもう大丈夫」と話されている。

· 上久保　善郎様～「バスで遅れた」「家で雪かきをしている」と話されている。

· 奥山　以依子様～「弥生祭りの作品は完成した。合唱コンクールもする」と話されている。

· 柳町　信之　様～「アパート周辺の雪かきをした」「痔の出血はなく柔らかい便が出ている」と話　　

されている。

· 中居　美津子様～「力を入れるとまだ、右第一趾が痛い」と話されている。
















